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ヨ
|
ロ
γ
〆
世
界
で
古
典
と

V
R
『
安
川
ど
を
抜
き
に
語
れ
t

v
。
『
主
力
U
は
1
4
7
何
よ
り
、
契
約
工
聞
に
対
7
0布
AZ
の
告
で
l
た
。

人
間
の
勝
手
t
都
合
で
γ
ち
γ
4
変
化
l
T
〈
れ
る
よ
l
b
ぞ
わ
士

代
物
で
t
に
そ
の
意
味
内
容
は
、
人
間
の
働
き
か
け
反
さ
か
ら
独
〈

立
に
、
動
か
ー
が
た
〈
そ
ょ
に
あ
る
t
u
l
R
Tド

2
。
|
乙
ん
t
a
J

Fや
4

1
テ
キ
ス
ト
に
縛
ら
れ
た
ま
ー
だ
と
、
社
会
見
意

I
T
-
-
1

誌

だ
が
-
7
1
v
-
L
と
に
ヨ
l
ロ
ァ
.
f
に
は
、
呉
教
的
t
人
文
主
義
の
伝

実
益

統
4
b
っ
T
、
キ
リ
ス
ト
教
と
交
配
を
絞
り
返
l
ょ
。
そ
の
結
果
、

E
K

兵
理
の
テ
キ
ス
ト
は
固
定
l
た
4
の
で
t
〈
、
だ
ん
だ
ん
に
更
新
3

F
t

れ
T
V
〈
4
の
で
あ
る
、
と
じ
・
?
理
解
・
か
定
着
寸
る
。
.
、
-
7
l
T花

a

間
γ
た
暑員
説
の
典
型
が
、
科
学
に
は
れ
切
な
ら
t
v
。
行
字
の
運
動
が
.
d
h

/

巧

岳

‘.

・勤
円
、

-v
‘j
U
E
-
r
.
;

一

。・
3

4

9

弘
義
E

令
い
雫
A
i
¥
，
k
z

〆
，

J

h
'

j
v
J

i

v

M
凶
-li
ta
i

M
W
P
R曹

&
ι
F
A引
引

い

1
1
;
泊
l
l
tけ
け
い

1

ト
ド
ぃ

I
h
-
-7
1
-
b
?
!

¥a 
亀

古
典
は
.
一
知
の
場
外
乱
闘
て
ι
U
J
Q

。
古
典
を
読
む
t
ん
T
、
考
え
た
だ
け
で
も
か
っ
た
る
〈
炉
、
な
あ

に
、
ド
ャ
t
t
リ
甲
ぞ
・
?
ミ
E
t
γ
・
、
と
b
z
o
-
-
」
ん
t
-
J
・
7
に
た

か
を
く
〈
つ
T
る
と
l
た
・
旬
、
そ
れ
は
甘
口
あ
わ
て
て
岩
波
文
庫

の
A
l
ジ
ら
b
t
っ
て
み
た
っ
て
、
古
典
が
読
め
た
・
」
と
に
は
な
ら

t
v
よ
。
そ
も
そ
も
t
に
，か
、
古
民
主
，
n
a
E
z
t
の
だ
ろ
う
れ
ν
?
本
屋
で

に
ざ
わ
う
活
字
J
む
あ
ら
れ
ω
え
は
、
あ
ぶ
〈
と
消
-
Z
T
ゆ
〈
。
社
会
的

メ
カ
ニ
，
ス
ム
の
現
時
点
に
寸
っ
か
り
支
配
さ
れ
、
生
産
・消
費
さ
れ

て
じ
る
だ
け
で
は
、
時
代
の
市阿部
が
V
E
つ
回
る
と
ひ
と
た
ま
り
4

む

な
じ
。
だ
が
士
山
V
に
は
、
あ
ベ
・
」
ベ
に
、
-
」
の
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム

そ
の
4

む
の
を
生
皮
ず
る
T
T
U
主
岡
村
u
z
v
l活
-sd
も
あ
る
。
正
真
正

銘
の
古
典
が
・
」
れ
で
、
ド
く
つ
も
の
時
代
を
支
・
五
杭
け
て
V
〈
と
4

l
t
v
。
・
」
の
巡
り

そ
-
?
V
・
7
古
典
を
、
び
と
に
頼
ら
A
y
、
自
分
で
み
つ
け
出
す
の
が

ま
や
大
変
だ
。
だ
が
ぞ
っ
と
み
つ
け
て
4
、
ド
ャ
、
1fJm
み
・
」
な
そ
・
?
と

寸
る
と
、
日
本
人
の
場
合
、

実
は
6
U
と
つ
大
う
士
国
践
を
サ
搭
l

t
γ
と
V
け
t
ド
。
二
段
は
ゆ
え
で
お
話
l
l
ょ
・
1

1
4'
T
般
に
、
γ
わ
ゆ
る
古
典
を
読
じ
コ
ツ
で
寸
，
ャ
、

・」れ
苦
き

が
倣
矧
倣
応
"現
在
u
の・
』
と
t
ん
だ
、
と
わ
か
れ
ば
l
め
た
14
の
。

と
-
L
ろ
が
日
本
で
は
、
肝
腎
の
・
』
の
伝
統
が
ね
r
〈
れ
た
り
、
切
断

さ
れ
た
り
l
T
、
凶
手
よ
l
い
こ
と
に
t
っ
て
ド
る
。

汗

γ

日
本
で
の
テ
キ
ス
ト
の
雄
山
似
の
仕
方
に
、
ド
く
つ
か
特
徴
，
か
あ
る
。

F

ぺ
t，・J

1
4
3
・
テ
キ
ス
ト
と
文
字
，
h
v
二
刊
に
、
海
争
、
渡
っ
て
ぞ
っ
T
・
3
みん・」

Lf
r
;

&

 

と
。
中
国
は
文
字
と
お
り
世
界
の
中
心
、
文
明
の
範
刑
みそ
の
も
の
だ

っ
た
。
ろ
〈
な
知
的
言
語
の
t
γ
と
こ
ろ
で
γ
3
t
り
・
』
の
高
度

土
議
字
能
が
乗
り
・
』
ん
で
き
た
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
社
会
的

メ
刀
ニ
ズ
ム
円
値
目文
子
生
京
の
伝
Hg
と
は
と
ん
で
6
t
v
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
r

る
。
-
」
れ
を
t
ん
と
か
士
だ
ら
か
t
d
む
の
に
寸
る
の
に
、
ゆ
・?
に
千

t
〈

あ

み

年
は
か
か
っ
た
。
と
・
』
ろ
.
か
ま
え
、
4
と
の
木
阿
同
摘
。
-
』
ん
と
は
事

末
れ
て
'
り
一
明
治
に
か
け
T
、

附明日f
・国
学
の
伝
統
が
立
ち
枯
れ
T
V
〈

押
C

V
っ
ぱ
・
?
、
ヨ
l
ロ
ッ
バ
系
統
の
新
え
t
議
字
能
が
庖
問
主
守
る
。

淡
文
テ
キ
ス
ト
の
話
誌
の
-
7
Z
に
、
錫
訳
テ
キ
ス
ト
が
揃
咽
砧加
す
る
と

γ
?奇
妙
t
か
た
ち
・
山
。
、
今
日
i
で
続
V
T
V
る
わ
け
で
l
T
、
.
、

・
」
で
4
.
、
と
ば
と
社
会
実
態
と
の
大
ミ
を
ギ
布
、
ッ
プ
が
控
-
Z
T
ド
る
。

γ
わ
ゆ
る
古
典
を
台
ド
た
人
た
ち
に
は
、
岡
山
ド
も
よ
ら
t
v
-
」
と

か

4
1れ
t
γ

。

「
古
典
を
読
じ
」
と
γ
う
繕
え
れ
V
ら
l
て
そ
も
そ
も
背
の
，
v
。
地
に

足
の
つ
ド
T
v
t
v
、
見
よ
・
?
見
兵
似
の
知
の
ス
7
イ
ル
t
わ
け
で

ナ。

、，，、

--r 
y 

日
本
と
西
欧
の
テ
キ
ス
ト
の
相
違

r ‘'~ -~ 
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古
〈
士
っ
た
ら
古
典
r
p
t
じ
わ
け
で
寸
。
本
は
み
t
人
間
の
苦
γ

た
J
む
の
で
、
貌
も
あ
れ
ば
人
格
も
あ
る
e
月四円
t
叫
が
に
泌
も
T
V

る
。
人
制
酬
の
先
頭
・
さ
っ
T
M
山
，
W
布
川
附
寸
る
、
み
じ
ら
れ
た
才
能
の
叫

が
。
古
典
は
.
、
の
γ
み
で
、
切
迫
l
ぇ
.f
フォ
l
マ
ン
ス
、
知
の
州
場

外
乱
闘
t
の
だ
。
-
」
の
販
品
開
J
V
，
ぴ
ん
ぴ
ん
伝
わ
っ
T
-
」
t
v
・
7
ち
は
、

古
典
を
「
読
ん
だ
」
t
と
と
は
お
・
¥
れ
v
i
l
γ
。

古
典
と
・
」
ん
t
ar
-
?
に
怒
応
ず
る
に
は
、

読
む
側
で
6
自
分
t
リ

の
課
題
詩
埼
玉
-
ち
同
町
ん
と
持
っ
て
じ
な
じ
と
ね
。
-
』
の
社
会
を
生
き

る
足
M
H
，UV-J
-勺
-
J
ら
l
T
V
る
あ
じ
だ
、
古
典
リ
読
め
と
L
読
め
チ
、

見
れ
と
db見
・4
4
y
で
当
た
り
前
t
ん
で
寸
。
で
、
め
じ
め
γ
と
ん
士

課
凶
を
見
つ
け
る
針
。
そ
れ
は
結
局
、
時
代
を
試
み
解
く
能
力
三
5
3
u

の
問
題
だ
と
思
?
け
し
と
、
-
」
の
能
力
官
-
5
8自
体
4
、
数
多
〈
の
古

典
と
触
れ
あ
-7
士
山
サ
で
鍛
え
ら
れ
て
じ
〈
。
鴻
と
7
マ
ゴ
み
た
v
t

F

関
係
が
あ
っ
て
、
-
」
の
連
鎖
が
古
典
を
は
ぐ
〈
む
伝
統
t
わ
け
そ
寸
。

古
典
の
読
み
方
は
・
」
ん
な
と
よ
ろ
だ
け
れ
と
も
、
.
、
れ
は
じ
.ら
お

う
の
公
式
見
解
。
ち
ょ
っ
と
気
の
利
γ
た
人
主
・
旬
、
ド
回
す
の
ん
i
り

気
の
利
か
な
γ
人
で
自
、

議
で
4
言
っ
T
る
。
こ
れ
r
p
戦
後
知
識

人
と
i
リ
。
6
ひ
と
つ
、
古
典
読
み
に
は
日
本
人
向
け
の
表
ヲ
ず
が

-.、ヤ亨。。
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開
始
さ
れ
る
師
引
に
t
っ
て
じ
よ
γ
よ
、
古
典
!
時
代
か
進
ん
で
も
古

〈
t
ら
t
ド
，
プ
キ
ス
ト
1
4
、
は
ん
と
-7
の
じ
み
で
成
立
l
た
。
古

典
あ
っ

T
の
知

の

最

前

線

で

あ

る

。

E

を

ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
始
め
た
近
代
は
、
知
訟
も
社
会
扶
序
d
b
可
制
民的
で
、

言
語
に
よ
っ
T
成
形
さ
れ
る
。
人
間
を
言
語
の
配
列
と
l
て
み
る
わ

け
で
寸
。
-
』
と
ば
と
ま
と
6
に
っ
さ
あ
わ
t
じ
と
、
他
者
は
お
ろ
か

自
分
と
4
出
逢
-
z
t
ド
仕
組
み
に
な
っ
T
γ
る
。
そ
れ
に
ヨ
|
ロ

γ

.
f
の
知
聡
人
は
イ
エ
ス
宇
品
川
川
滋
l
T
、
つ
γ
カ
み
れ
1
・Z
っ
て
頑
張
っ

T
I
-
-
?
。
小
説
と
γ
・
?
制
位
。
芸
術
と
ド
・7
匁
念
。

中
由
は
・
」
れ
と
だ
γ
ぷ
巡
っ
た
。
テ
斗
ス
ト
は
山
記入
宗
治眼
力
主
の

手
に
t
る
。
-
J
っ
・7
の
人
間
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
上
回
る
テ
キ
ス
ト

を
生
産
す
る
能
力
が
t
〈
T
、
・
ゼ
ド
，
d
γ
注
釈
を
つ
け
る
だ
け
。
文

学
よ
り
政
治
，
か
・
俊
位
寸
る
の
4、
-
V
7
γ
う
田町
e白山切らいた。

こ
と
ば
1
意
匠
η歴
史
を
切
開
す
る

e
-a
b
-
-
T
、
自
分
の
生
・
;
。
社
会
的
ノ
カ
ニ
.
ス
ム
と
自
分
の
口
に
寸
る

F
一

喝

‘一
円い一

言
語
の
内
容
と
が
、
と
ん
t
に
か
け
縫
れ
て
ド
ょ
・7
E
気
に
!
な
じ

f

t

!
日
本
の
原
一
体
験
は
、
そ
ん
t
感
覚
だ
っ
た
。
だ
か
-

Z

I

-
-f

¥

経
由
の
知
的
言
語
L
、
と
・
、
か
峨
〈
ミ
ミ
も
ぬ
ぐ
-
z
t
ド
1
1
出
回

寸
っ
て
じ
る
で
l
よ
-
7
0
中
国
経
由
の
言
語
が
居
寸
わ
っ
て
邪
覧
l
T

る
か
ら
、
と
ド
・
?
わ
け
r
p
t
γ
、
品
日
か
ら
-
V
7
だ
っ
た
。
こ
の
土

地
で
、

υと
は
・
」
と
ば
で
生
き
よ
・
7
と
岡
山
ゎ
t
v
l
、
自
分
の
生
主

総
を
・
」
と
は
で
表
現
で
き
る
と
4
岡
山
わ
な
じ
。
・
」
と
ば
に
な
ら
ぬ
・
」

と
ば
と
・
」
と
ば
の
あ
わ
V
に
・
」
そ
兵
実
ど
宿
る
、
と
諺
L
a
r
-信
r
T

V
る
。
毛
ダ
d
r

ス
ト
た
ち
も
吸
γ
え
よ
7
に
、
所
詮
・
」
と
ば
は
知
的

な
意
匠
で
あ
り
、
な
ー
で
4
ず
む
装
飾
で
あ
り
、
己
れ
を
隠
寸
挺
態

で
あ
り
、
威
信
を
張
る
た
め
の
戦
略
で
あ
り
、
ド
ャ
E
t
れ
ば
か
な

ぐ
り
姶
て
る
だ
け
の
・」と
。
誰
d
b
・
、
と
ば
を
一
込
書
3
d
A
P
、
議
J
b
・
、

と
ば
を
ま
と
6
に
信
用
l
t
v
。
価
仇
下
落
l
た
分
だ
け
、
・
」
と
ば

の
流
通
速
度
{
新
聞
代
ぎ
が
は
ぞ
ま
っ
T
i

t
・
?
わ
け
だ
。

.
、
・
7
l
T戦
後
思
想
6
、
ま
と
dむ
な
テ
キ
ス
ト
U
と
つ
日
間
5
t
v

i
i
、
は
ぞ
退
場
の
と
ミ

L
じ
れ
V
'
Z
井
も
そ
の
姥
つ
ぱ
3
の
象
徴
.
、

そ
、
日
本
国
怒
法
で
あ
る
。
悶
氏
の
総
意
に
・
4

む
と
づ
〈
と
か
い
・?
け

れ
と
、
議
が
み
T
d
む
よ
の
怒
法
、
日
本
組
立
の
条
体
に
士
つ
T
ド
ふ
た

の
は
明
・
』
γ

少で、

実
態
は
ア
メ
リ
カ
と
の
条
約
に
等
l
日
戦
後
を

支
え
る
V
ち
ば
ん
美
l
v
形
象
で
あ
る
は
チ
の
笥
語
、
そ
れ
，
V
、
.
、

と
ば
と
い
扶
腹
t
権
力
実
態
を
隠
i
T
V
る
と
は
f
・
l
u
V
4
そ
の
ま

ん
中
に
.
は
、
日
本
的
t
識
字
能
と
権
力
工
学
の
象
徴
l
天
皇
，
れ
に
銀
座

l
T
Vhve 

A'・
」
ん
t具
合
で
、
戦
後
を
支
-
Z
J
r
‘
社
会
的
メ
カ
ニ
.
ス
ム
を
、

諺
ひ

と
り
、
と
・
』
と
ん
正
当
化
l
言
語
化
l
よ
・7
と
は
思
わ
t
か
っ
た
。

思
っ
た
っ
T
で
う
ぞ
l
t
ν
。
と
T
'
b
t
p
t
v
が
、
ま
だ
ー
だ
古

典
は
日
本
人
の
柄
r
回

y
t
v
。
幾
度
か
み
ま
っ
た
知
の
活
断
層
と
、

テ
キ
ス
ト
の
特
兵
士
雄
積
l
-
」
れ
ら
を
計
測
l
、
切
開
l
、
暴
γ
T

み
ぜ
る
過
激
士
知
性
一が
と
が
だ
l
T
、
ー
と
4
t
・
」
と
ぱ
$
喋
り
始

め
る
の
，
恥
先
決
な
の
。
自
分
，
V
耳
、
?
i
t
v
で
V
る
く
・
1
M
I
T
、
ド

p
fa

t
何
が
わ
が
国
の
古
典
た
り
う
る
か
、
決
め
T
は
l
v
t
と
と
は
無

理
士
相
談
だ
。


